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防災ハザードマップ
安全で安心なまちづくり安全で安心なまちづくり安全で安心なまちづくり安全で安心なまちづくり

WEB版ハザードマップを活用しよう！
スマホやパソコンからいつでもどこでも【より詳細な】ハザードマップが確認できます!

秋田県美郷町WEB版ハザードマップ 検索

・スマホのGPSを利用して自分の居場所を中心に表示可能!

・パソコンからの閲覧では印刷機能を使い、自宅・学校・勤務先などを中心とした
【自分だけのハザードマップ】が印刷出来ます !
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警戒
レベル 避難情報 防災気象情報 状　況 住民が取るべき行動
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警戒レベル４までに全員必ず避難！

緊急安全確保
（町が発令）

避難指示
（町が発令）

高齢者等避難
（町が発令）

大雨・洪水注意報
（気象庁が発表）

早期注意情報
（気象庁が発表）

大雨特別警報（土砂災害）
大雨特別警報（浸水害）

氾濫発生情報

土砂災害警戒情報
氾濫危険情報

大雨警報（土砂災害）
洪水警報
氾濫警戒情報

大雨警報に切り替わる可能性の高い

大雨注意報
洪水注意報
氾濫注意情報

早期注意情報

災害が発生直前
又は既に発生している
災害発生を確認

災害が発生するおそれが高い

災害が発生するおそれあり

気象状況が悪化

今後気象状況が悪化するおそれあり

命の危険直ちに安全確保！

危険な場所から全員避難
すみやかに避難しましょう。

危険な場所から高齢者等は避難

自らの避難行動を確認

災害への心構えを高める



大雨や強風はわたしたちに何度も大きな災害をもたらしています。
ふだんから気象情報に十分注意しましょう。

大雨情報をキャッチ！
こんなときのわが家の安全対策

風水害対策について

気象情報

特別警報・警報・注意報の発表基準

大雨

現象の種類
特別警報 警報

発　表　基　準
注意報

洪水

台風や集中豪雨により数十年に一度の降雨量
となる大雨が予想される場合

記録的短時間大雨情報
１時間に雨量１００ｍｍ
※大雨警報発表時、上記基準に達した場合に発表

※全国約400の河川において指定河川洪水
予報を発表しているため、特別警報の設定は
ありません。

大雨によって重大な浸水害や土砂災害が起こ
るおそれがあると予想される場合

大雨や融雪によって、増水や氾濫により重大
な水害が発生するおそれがあると予想される
場合

大雨によって浸水害や土砂災害が起こるおそ
れがあると予想される場合

大雨や融雪の増水により水害が発生するお

それがあると予想される場合

局地的大雨と集中豪雨
「局地的大雨」は積乱雲が急激に発達して降らせる大雨のことで「ゲリラ豪雨」とも呼ばれます。局地的に数十ミリ
（1時間当たり）になります。
「集中豪雨」は積乱雲が同じ場所で次々と発達を繰り返し、雨が数時間にわたって降り続く現象です。狭い範囲に数百
ミリ（1時間当たり）の雨を降らせます。
「線状降水帯」は積乱雲が連続して発生し線状に並び、その規模が幅20～50㎞、長さが50㎞～300㎞になるもので
す。同じ場所で激しい雨が長時間降り続き、経験したことのない大雨となり、甚大な被害をもたらすおそれがあります。

土石流が起こりやすい。
多くの災害が発生する。

自らの命、家族の命を守るために！
適時適切な避難を行うために、家族や地域で確認しましょう。

ステップ１

ステップ2

自宅や学校・職場には、どのような危険があるのか確認しましょう。

国・県・町から提供される警戒レベルについて確認しましょう。

□防災ハザードマップを見て、災害が起こりやすい場所はないかや、自宅や学校・職場などのよく立ち入る場所にはどのような
　危険があるかを確認しましょう。
□避難場所（11ページ）を確認し、そこまでの経路や移動手段について計画しておきましょう。

□発令される避難情報等、国や県、気象庁から提供される防災気象情報等には、以下のものがあります。
□高齢者等避難（警戒レベル3）や避難指示（警戒レベル4）が発令されたら避難をしましょう。
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索　　引
自らの命、家族の命を守るために！ 索引 1
風水害対策について 2
土砂ハザード情報について 3
洪水ハザード情報について 4
ため池ハザード情報について 5
地震対策 6
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防災行政無線について
緊急告知FMラジオについて 8

わが家の防災対策＆チェック 9
非常時持出品の準備＆チェック 10
指定緊急避難場所・指定避難所・福祉避難所一覧 11
わが家の「防災・緊急情報」メモ 12
美郷町全体図 13、14
美郷町ハザードマップ 15～34
情報収集方法、災害用伝言ダイヤ
ル、防災関係機関連絡先、奥付 裏表紙
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説 明
●「美郷町防災ハザードマップ」に表示している浸水想定は、秋田県が調査した資料に基づき、水防法の規定により最大規模の降雨による洪水
浸水想定区域及び浸水した場合に想定される水深を表示したハザード情報です。

●この浸水想定区域などは、指定時点の河川の整備状況を勘案して、氾濫した場合の状況をシミュレーションにより予測したものです。

●このハザードマップをご使用の際は、河川の氾濫、想定を超える降雨、内水による氾濫等を考慮していませんので、この浸水想定区域に指定さ
れていない区域においても浸水が発生する場合や想定される水深が実際の浸水深と異なる場合がありますので十分注意しましょう。

●洪水によって災害が発生するおそれがある場合、その旨を注意。

洪水ハザード情報について

洪水情報の種類
洪水の危険性が高まった際に発表される情報

避難時の注意点

洪水注意報（気象庁）

洪水浸水想定区域図（想定最大規模）の指定・公表

●洪水によって重大な災害が発生するおそれがある場合、その旨を警告。
洪水警報（気象庁）

●下記5河川については、避難判断水位、氾濫危険水位が設定されています。これらの水位に達した場合、町やマスコミを通じてお知らせします。
水位周知を行う河川

5.0m以上の区域 2階の屋根まで浸水する程度

0.5m未満の区域 0.5m

3.0m

5.0m

大人の膝までつかる程度

3.0～5.0m未満の区域

0.5～3.0m未満の区域 1階が浸水する程度

2階が浸水する程度

●浸水ランクの目安

③隣近所で声を掛けあって避難

④要配慮者の安全確保②足元に注意

 ・単独行動はしない。
 ・はぐれないようロープで互いの体を結んで流されないようにしま
　しょう。

 ・病人や高齢者などは背負って避難する。
 ・子供は大人が手をつないで避難させる。その際、浮き袋を付ける
　ようにしましょう。

 ・水の深さに注意する。
※歩行可能な水深は一般的に成人男性70cm、女性50cm。水の流
　れが速い場合はさらに注意が必要！
 ・水があふれたときは、マンホールや側溝、石などが危険。杖や長い
　棒で進行方向を確認しながら歩くようにしましょう。

①安全で動きやすい服装を
 ・ヘルメットやずきん等で頭を保護する。
 ・裸足で避難しない。脱げにくい運動靴で避難する。
※長靴は水が溜まると動きにくくなるのではかない！

洪水時における対応について確認しましょう。

河川名 前提条件 指定者 指定年月日
横手川
丸子川
川口川
福部内川
矢島川

流域の2日間の総雨量 503mm
流域の１日間の総雨量 385.6mm 
流域の１日間の総雨量 385.6mm
流域の１日間の総雨量 385.6mm
流域の１日間の総雨量 385.6mm

秋田県建設部河川砂防課、平鹿地域振興局建設部
秋田県建設部河川砂防課、仙北地域振興局建設部
秋田県建設部河川砂防課、仙北地域振興局建設部
秋田県建設部河川砂防課、仙北地域振興局建設部
秋田県建設部河川砂防課、仙北地域振興局建設部

令和元年11月29日
令和元年8月9日
令和元年8月9日
令和元年8月9日
令和元年8月9日

普段と異なる状況「土砂災害の前兆」に気付いた場合

※上記は一般的な前兆現象です。すべての場合において必ず起きるというものではありません。普段と違い、少しでも身に危険を感じたら避難するようにしましょう。

前兆に気づいた場合は、町住民生活課（0187-84-4903）へ連絡するとともに、直ちに近所の人と安全な場所へ避難してください。

重要性の高い危険箇所について
土砂災害防止法に基づき、秋田県が計画的に基礎調査を実施し、危険箇所内の重要性の高い箇所について、「土砂災害
特別警戒区域」と「土砂災害警戒区域」の指定が行われています。
「ハザードマップで自宅周辺の危険箇所を確認しましょう」

地中にしみ込んだ水分が地盤を弱め、雨や地震などの影響によって急激に斜面が崩れ落ちることをいいます。

山腹・谷底の石や土砂が長雨や集中豪雨などによって一気に下流へと押し流されることをいいます。

斜面の一部あるいは全部が、ゆっくりと斜面下方に移動する現象のことをいいます。
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流域の１日間の総雨量 385.6mm
流域の１日間の総雨量 385.6mm
流域の１日間の総雨量 385.6mm

秋田県建設部河川砂防課、平鹿地域振興局建設部
秋田県建設部河川砂防課、仙北地域振興局建設部
秋田県建設部河川砂防課、仙北地域振興局建設部
秋田県建設部河川砂防課、仙北地域振興局建設部
秋田県建設部河川砂防課、仙北地域振興局建設部

令和元年11月29日
令和元年8月9日
令和元年8月9日
令和元年8月9日
令和元年8月9日

普段と異なる状況「土砂災害の前兆」に気付いた場合

※上記は一般的な前兆現象です。すべての場合において必ず起きるというものではありません。普段と違い、少しでも身に危険を感じたら避難するようにしましょう。

前兆に気づいた場合は、町住民生活課（0187-84-4903）へ連絡するとともに、直ちに近所の人と安全な場所へ避難してください。

重要性の高い危険箇所について
土砂災害防止法に基づき、秋田県が計画的に基礎調査を実施し、危険箇所内の重要性の高い箇所について、「土砂災害
特別警戒区域」と「土砂災害警戒区域」の指定が行われています。
「ハザードマップで自宅周辺の危険箇所を確認しましょう」

地中にしみ込んだ水分が地盤を弱め、雨や地震などの影響によって急激に斜面が崩れ落ちることをいいます。

山腹・谷底の石や土砂が長雨や集中豪雨などによって一気に下流へと押し流されることをいいます。

斜面の一部あるいは全部が、ゆっくりと斜面下方に移動する現象のことをいいます。
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地震発生時の時間経過別行動マニュアル
最初の大きな揺れは約1分間
●まずは身の安全を確保する
●大きな揺れの場合は、丈夫なテーブルの下などの空間に身を寄せ、揺れがおさまるまで様子を見る

揺れがおさまったら
●火元を確認 　火が出たら、落ち着いて初期消火
●家族の安全を確認 　倒れた家具の下敷きになっていないかを確認
●靴をはく 　家の中はガラスの破片が散乱。靴や厚手のスリッパをはく
●非常時持出品を準備する　持出品は普段から準備しておく

ラジオなどで正しい情報を
●大声で知らせる 　●災害・被害情報の収集
●余震に注意する 　●避難時に車は極力使用しない
●電話は緊急連絡を優先する

協力して消火活動、救出・救護活動を
●水、食料は蓄えているものでまかなう　3日間の飲料水と食料の備蓄をしておく
●救出・救護活動　　●無理な行動はやめよう
●助け合いの心が大切　　●壊れた家に入らない

みんなの無事を確認　火災の発生を防ぐ
●要配慮者の安全確保　　　●隣近所で助け合う 　
●行方不明者はいないか　　●ケガ人はいないか　

隣近所に
声をかけよう

●漏電・ガス漏れに注意　電気のブレーカーを下ろす・ガスの元栓を閉める 　 
●消火器を使う　●バケツリレー　風呂の水はため置きをしておく

出火防止
初期消火

地震対策地震発生！そんなときどうする

屋内にいた場合

屋外にいた場合

家の中
●揺れを感じたら、丈夫なテーブルの下などに身を寄せ、揺れがおさまるまで様子を見る。
●火の確認はすみやかに（コンセントやガスの元栓の処置も忘れずに）。
●乳幼児や病人、高齢者など要配慮者の安全を確保する。
●裸足で歩き回らない（ガラスの破片などでケガをする）。

デパート・スーパー
●カバンなどで頭を保護し、ショーウィンドウやショーケースなどから離れ
る。柱や壁ぎわに身を寄せ、係員の指示を聞き、落ち着いた行動をとる。

集合住宅
●ドアや窓を開けて避難口を確保する。
●避難にエレベーターは絶対に使わない。
炎と煙に巻き込まれないように階段を
使って避難する。

劇場・ホール
●カバンなどで頭を保護し、座席の間に身を
隠し、係員の指示に従う。あわてずに冷静
な行動をとる。

バスなどの車内
●つり革や手すりに両手でしっかりつかまる。
●途中で止まっても、非常コックを開けて勝手に
車外へ出たり、窓から飛び降りたりしない。
●乗務員の指示に従って落ち着いた行動をとる。

路  上 車を運転中
●ハンドルをしっかりと握り、徐々にスピードを落と
し、緊急車両等の通行スペースを確保し、道路の左
側に止め、エンジンを切る。
●揺れがおさまるまで冷静に周囲の状況を確認し
て、カーラジオで情報を収集する。
●避難するときは、キーはつけたまま、ドアロッ
クもしない。車検証などの貴重品を忘れずに持ち
出し、徒歩で避難する。

●その場に立ち止まら
ず、窓ガラス、看板など
の落下物から頭をカ
バンなどで保護して、
空き地や公園などに
避難する。
●近くに空き地などがないときは、周囲の状況を冷静に判断し
て、建物から離れた安全性の高い場所へ移動する。
●ブロック塀や自動販売機などには近づかない。
●倒れそうな電柱や垂れ下がった電線に近づかない。

ため池ハザード情報について

ため池決壊のメカニズム

　ハザードマップに掲載のため池ハザード情報は、農業用防災重点ため池が大雨や地震等の災害により、万が一にも堤が壊れ、皆さんの地域に
ため池の貯水が流出した場合を想定して作成したものです。
　豪雨や大地震時で堤が決壊するおそれがあります。浸水想定区域にいる場合は、速やかに避難が必要です。
　万一、安全な場所に避難できない場合でも、生命を守る最低限の行動として、近くで周囲の建物より比較的高い建物（鉄筋コンクリート等の堅
固な建物）の２階以上に避難するようにしてください。

〇豪雨によるため池の被災形態
区分

越流破壊

被災形態 被災メカニズム

〇地震によるため池の被災形態
区分

クラック

被災形態 被災メカニズム

すべり破壊

浸透破壊

沈下

斜面崩壊

斜面すべり

崩壊

　豪雨により、貯水位が急激に上昇し、堤体を超えて流れ出すと、下流斜面が破壊される場合がある。また、
貯水位の上昇により、堤体内の水圧も上昇し、強度が低下して破壊される場合がある。

　貯留した水と降雨が堤体の中に浸透して、堤体内部の水分量が増加し、堤体の斜面の強度が低下し、すべ
りが発生して破壊される場合がある。

　堤体内が劣化して、水を遮る機能が低下し、貯水位の上昇で堤体の中の水圧も上昇して強度が低下し、破
壊される場合がある。また堤体内に上流から下流に向かう水みちが発生し破壊される場合がある。

　堤体の頂部などにクラック ( 亀裂 ) が発生する場合がある。堤体の上下流方向に生じるクラック ( 亀裂 )
は水みちとなることがあり、特に注意が必要である。

　堤体の形状をほぼ保ち、クラック ( 亀裂 ) などを伴いながら堤体が沈下する場合がある。多くは軟らかい
地盤で発生する。

　堤体斜面の上部が沈下し、下部がはらんで変形が生じる場合がある。

　地震動により堤体の斜面にすべりが発生する場合がある。

　堤体や地盤が大きく変化し、崩壊する場合がある。決壊に至ることが多く、堤体や基礎地盤の液状化によ
るものと考えられる。

美郷町防災重点ため池一覧

No 名称 掲載マップ
番号 所在地 堤高

（ｍ）
堤頂長
（ｍ）

総貯水量
（千㎥）

1 福堤 2 黒沢字大谷地 3.0 56.0 4
2 下鶴ヶ沢 2 浪花字下鶴ケ沢 1.1 23.0 4
3 前山堤 1号 2 浪花字前山 3.3 27.0 1
4 前山堤 2号 2 浪花字前山 1.7 40.0 1
5 蛇の崎 2 浪花字小金清水 1.8 33.0 2
6 一丈木 2・5 千屋字釜渕 18.5 203.0 750
7 狼の沢 5 浪花字高野 5.5 70.0 9
8 安久多里堤 5 千屋字安久多里 2.0 55.0 2
9 仏沢 5・10 金沢東根字仏沢 24.7 180.0 1,128
10 東ノ沢 1号 7 金沢東根字東ノ沢 4.0 38.0 2
11 西ノ沢 1号 4 金沢東根字西ノ沢 3.0 45.0 5
12 西ノ沢 2号 4 金沢東根字西ノ沢 3.0 34.0 5
13 泥鰌沼 7 金沢東根字南外川原 1.7 162.0 2
14 潟尻第 1 10 六郷東根字潟尻 31.8 128.0 405
15 潟尻第 2 10 六郷東根字潟尻 14.6 225.0 196
16 吉ヶ沢 9 金沢字吉ヶ沢 5.3 73.0 3
17 石神 9 金沢字山守屋敷 6.0 150.0 12
18 蟹沢 9 金沢字入海田 8.0 60.0 21
19 金沢 9 金沢字諏訪堂 29.0 185.0 702
20 大沼 9 金沢字米ノ口 2.8 70.0 2
21 小沼 9 飯詰字小沼 4.4 58.0 10
22 中の堤 9 飯詰字東山本 3.0 117.0 10
23 新堤 9 飯詰字東山本 3.5 70.0 20
24 大谷地沼 9 飯詰字東山本 5.0 80.0 70
25 西法寺 9 飯詰字東西法寺 4.0 40.0 8
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●消火器を使う　●バケツリレー　風呂の水はため置きをしておく

出火防止
初期消火

地震対策地震発生！そんなときどうする

屋内にいた場合

屋外にいた場合

家の中
●揺れを感じたら、丈夫なテーブルの下などに身を寄せ、揺れがおさまるまで様子を見る。
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●避難するときは、キーはつけたまま、ドアロッ
クもしない。車検証などの貴重品を忘れずに持ち
出し、徒歩で避難する。

●その場に立ち止まら
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の落下物から頭をカ
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　ハザードマップに掲載のため池ハザード情報は、農業用防災重点ため池が大雨や地震等の災害により、万が一にも堤が壊れ、皆さんの地域に
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　堤体内が劣化して、水を遮る機能が低下し、貯水位の上昇で堤体の中の水圧も上昇して強度が低下し、破
壊される場合がある。また堤体内に上流から下流に向かう水みちが発生し破壊される場合がある。

　堤体の頂部などにクラック ( 亀裂 ) が発生する場合がある。堤体の上下流方向に生じるクラック ( 亀裂 )
は水みちとなることがあり、特に注意が必要である。

　堤体の形状をほぼ保ち、クラック ( 亀裂 ) などを伴いながら堤体が沈下する場合がある。多くは軟らかい
地盤で発生する。

　堤体斜面の上部が沈下し、下部がはらんで変形が生じる場合がある。

　地震動により堤体の斜面にすべりが発生する場合がある。

　堤体や地盤が大きく変化し、崩壊する場合がある。決壊に至ることが多く、堤体や基礎地盤の液状化によ
るものと考えられる。
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緊急告知ＦＭラジオについて

緊急告知ＦＭラジオは、ラジオの電源が切れている状態でも自動で起動し、緊急情報などをお知らせします。
※緊急時に自動起動するため、電池とコンセントの併用をお願いします。
※エフエム秋田の通常放送を利用しています。

緊急告知ＦＭラジオに
ついて

　屋内でも、ラジオ放送が聞こえにくいことがあります。
　緊急告知FMラジオが鳴っていることに気付いたときは、聞きやすいように音量を
上げる、アンテナを調整するなどの対応をお願いします。

　エフエム秋田の番組として、町の様々な情
報をお伝えしています。
　ぜひ、毎週お聴きください。

緊急告知ＦＭラジオが
放送されたら！

○地震情報・気象情報（緊急地震速報など）
   ※竜巻注意情報は放送されません。　

○国民保護情報（ミサイル情報など）

○町情報（避難情報など）ーーーーーーーーーーーーーーーーーー

○「マイシティ・マイタウン美郷町」
　　について

FMアナウンサーによる放送

放送の曜日と時間：毎週火曜日 午後4時20分より（約10分）
放送週 自動起動

毎月第１火曜日 ○

　　〃　第２火曜日～

※起動テストを兼ねています。正常に起動しなかった場合は
　町住民生活課までご連絡をお願いします。

※手動で電源をいれて、お聞きください。×

⎫
⎬
⎭

防災行政無線について

防災行政無線からは、Ｊアラート（全国瞬時警報システム）による情報や町からのお知らせが流れます。

放送内容について

屋内にいる場合は放送が聞こえにくいことがあります。
防災行政無線が放送されていることに気付いたときは、窓や戸を開けるなどの対応を
お願いします。

Jアラートによる自動放送

Jアラートによる自動放送

町職員による放送

防災行政無線が
鳴ったら！

○地震情報・気象情報
　　　（緊急地震速報や竜巻注意情報など）
○国民保護情報（ミサイル情報など）

○町情報（避難情報・熊出没情報など）ーーーーー

１．窓を開けるなどをして、放送を確認しましょう！

２．テレビやラジオをつけましょう！

３．聞きのがしてしまったら･･･

⎫
⎬
⎭

防災行政無線確認ダイヤル
☎（0187）85-3981 または 3982 まで

（放送内容が確認できます）

 町ホームページでも放送内容を掲載します
（気象情報や国民保護情報等はホームページ更新が遅れる場合があります）

災害時の感染症対策

雪害対策
　雪下ろしのタイミング　
■屋根の雪が50㎝を超えたら雪下ろしをする。
■築年数が古いほど早めに雪下ろしをする。
■雪の重みで戸や窓が開閉しにくくなったり、家の中でギシギシと異音が聞こえたら雪下ろしをする。

　雪下ろし作業について　
　高齢者による作業や一人で作業をしているときに事故が多くみられます。
　こうした事故を防ぐため、下記のことに注意して作業をしましょう。

■暖かい日は屋根の雪が滑りやすいので危険です。暖かい日の午後の作業は控えましょう。
■できるだけ二人以上で作業し、声を掛け合ってお互いを見守りましょう。
■ヘルメットや命綱をつけて作業しましょう。
■滑らない靴、動きやすい服装で作業しましょう。
■携帯電話など連絡手段を確保して作業しましょう。
■雪下ろし作業中は軒下を歩かないようにしましょう。
■隣近所と建物が近い場合は、作業前にひと言声をかけて行いましょう。

冬期間における空き家の管理について
■空き家の状態がどうなっているのか定期的に確認しましょう。
■所有者などが自分で建物を確認できない場合は、親類や近所の人などに依頼し、空き家の
　状態を把握するように努めましょう。
■建物が損傷している場合は、部材が飛散しないように処置しましょう。
■周囲の建物や道路に大きな雪庇の塊が落下しないよう、小さいうちに落として除雪しましょう。

新型コロナウイルス等の感染症が収束しない中でも、災害時には危険な場所にいる人は避難するこ
とが原則です。
町民一人ひとりが「自らの命は自らが守る」意識を持ち、災害時には次の 「避難に関するポイント」を
参考に、適切な避難行動をとるよう心掛けましょう。

● 避難とは「難」を「避」けること。安全な場所にいる人まで避難場所に行く必要はありません。
● 避難先は、町が指定する避難場所のみではありません。安全な親戚・知人宅に避難することも
　 考えてみましょう。
● 避難所に避難する場合は、マスク・消毒液・体温計をできるだけ、自ら携行してください。
● 豪雨時の屋外の移動は車も含めて危険です。やむをえず車中泊をする場合は浸水しないよう
　 周囲の状況等を十分確認してください。

①　マスク 
②　アルコール消毒液
③　ハンドソープ・固形石けん（※家族又は自分用を持参し、避難所では共用しないこと） 
④　使い捨てのビニール手袋（ドアノブ等、多くの人が触れるものからの接触感染を防ぐため）
⑤　使い捨てのビニールエプロン又はゴミ袋（避難所運営に協力する際に使用）
⑥　体温計（町で用意できない可能性もあるため、使い慣れたものを持参すること）
⑦　ティッシュ、ウェットティッシュ、ペーパータオル、ポリ袋（可能な限り多めに準備）
⑧　携帯トイレ（トイレは我慢しないこと。避難所のトイレが使えない場合に備える)

新型コロナウイルス等の感染症対策で非常時持出品に加えたいもの 

避難に関するポイント
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緊急告知ＦＭラジオについて

緊急告知ＦＭラジオは、ラジオの電源が切れている状態でも自動で起動し、緊急情報などをお知らせします。
※緊急時に自動起動するため、電池とコンセントの併用をお願いします。
※エフエム秋田の通常放送を利用しています。

緊急告知ＦＭラジオに
ついて

　屋内でも、ラジオ放送が聞こえにくいことがあります。
　緊急告知FMラジオが鳴っていることに気付いたときは、聞きやすいように音量を
上げる、アンテナを調整するなどの対応をお願いします。

　エフエム秋田の番組として、町の様々な情
報をお伝えしています。
　ぜひ、毎週お聴きください。

緊急告知ＦＭラジオが
放送されたら！

○地震情報・気象情報（緊急地震速報など）
   ※竜巻注意情報は放送されません。　

○国民保護情報（ミサイル情報など）

○町情報（避難情報など）ーーーーーーーーーーーーーーーーーー

○「マイシティ・マイタウン美郷町」
　　について

FMアナウンサーによる放送

放送の曜日と時間：毎週火曜日 午後4時20分より（約10分）
放送週 自動起動

毎月第１火曜日 ○

　　〃　第２火曜日～

※起動テストを兼ねています。正常に起動しなかった場合は
　町住民生活課までご連絡をお願いします。

※手動で電源をいれて、お聞きください。×

⎫
⎬
⎭

防災行政無線について

防災行政無線からは、Ｊアラート（全国瞬時警報システム）による情報や町からのお知らせが流れます。

放送内容について

屋内にいる場合は放送が聞こえにくいことがあります。
防災行政無線が放送されていることに気付いたときは、窓や戸を開けるなどの対応を
お願いします。

Jアラートによる自動放送

Jアラートによる自動放送

町職員による放送

防災行政無線が
鳴ったら！

○地震情報・気象情報
　　　（緊急地震速報や竜巻注意情報など）
○国民保護情報（ミサイル情報など）

○町情報（避難情報・熊出没情報など）ーーーーー

１．窓を開けるなどをして、放送を確認しましょう！

２．テレビやラジオをつけましょう！

３．聞きのがしてしまったら･･･

⎫
⎬
⎭

防災行政無線確認ダイヤル
☎（0187）85-3981 または 3982 まで

（放送内容が確認できます）

 町ホームページでも放送内容を掲載します
（気象情報や国民保護情報等はホームページ更新が遅れる場合があります）

災害時の感染症対策

雪害対策
　雪下ろしのタイミング　
■屋根の雪が50㎝を超えたら雪下ろしをする。
■築年数が古いほど早めに雪下ろしをする。
■雪の重みで戸や窓が開閉しにくくなったり、家の中でギシギシと異音が聞こえたら雪下ろしをする。

　雪下ろし作業について　
　高齢者による作業や一人で作業をしているときに事故が多くみられます。
　こうした事故を防ぐため、下記のことに注意して作業をしましょう。

■暖かい日は屋根の雪が滑りやすいので危険です。暖かい日の午後の作業は控えましょう。
■できるだけ二人以上で作業し、声を掛け合ってお互いを見守りましょう。
■ヘルメットや命綱をつけて作業しましょう。
■滑らない靴、動きやすい服装で作業しましょう。
■携帯電話など連絡手段を確保して作業しましょう。
■雪下ろし作業中は軒下を歩かないようにしましょう。
■隣近所と建物が近い場合は、作業前にひと言声をかけて行いましょう。

冬期間における空き家の管理について
■空き家の状態がどうなっているのか定期的に確認しましょう。
■所有者などが自分で建物を確認できない場合は、親類や近所の人などに依頼し、空き家の
　状態を把握するように努めましょう。
■建物が損傷している場合は、部材が飛散しないように処置しましょう。
■周囲の建物や道路に大きな雪庇の塊が落下しないよう、小さいうちに落として除雪しましょう。

新型コロナウイルス等の感染症が収束しない中でも、災害時には危険な場所にいる人は避難するこ
とが原則です。
町民一人ひとりが「自らの命は自らが守る」意識を持ち、災害時には次の 「避難に関するポイント」を
参考に、適切な避難行動をとるよう心掛けましょう。

● 避難とは「難」を「避」けること。安全な場所にいる人まで避難場所に行く必要はありません。
● 避難先は、町が指定する避難場所のみではありません。安全な親戚・知人宅に避難することも
　 考えてみましょう。
● 避難所に避難する場合は、マスク・消毒液・体温計をできるだけ、自ら携行してください。
● 豪雨時の屋外の移動は車も含めて危険です。やむをえず車中泊をする場合は浸水しないよう
　 周囲の状況等を十分確認してください。

①　マスク 
②　アルコール消毒液
③　ハンドソープ・固形石けん（※家族又は自分用を持参し、避難所では共用しないこと） 
④　使い捨てのビニール手袋（ドアノブ等、多くの人が触れるものからの接触感染を防ぐため）
⑤　使い捨てのビニールエプロン又はゴミ袋（避難所運営に協力する際に使用）
⑥　体温計（町で用意できない可能性もあるため、使い慣れたものを持参すること）
⑦　ティッシュ、ウェットティッシュ、ペーパータオル、ポリ袋（可能な限り多めに準備）
⑧　携帯トイレ（トイレは我慢しないこと。避難所のトイレが使えない場合に備える)

新型コロナウイルス等の感染症対策で非常時持出品に加えたいもの 

避難に関するポイント
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非常時持出品の準備＆チェック
いざというときすぐに持ち出せるように、日ごろから準備・点検しておきましょう。

非常時持出品（例） 事前に準備出来ているか、チェック■しましょう。

携帯ラジオ

非常食品

救急医療品

□ ラジオ
□ 電池（多めに用意）

□ 飲料水としてペットボトルや
　 缶入りのミネラルウォーター
　 （1人1日3リットルを目安に）
□ 貯水したポリタンクなど

懐中電灯

□ 懐中電灯（出来れば一人にひとつ）
□ 電池（多めに用意）

□ 持病薬
□ 傷薬
□ 風邪薬
□ 鎮痛剤

□ 絆創膏
□ 包帯
□ 胃腸薬
□ お薬手帳

貴重品

□ 現金
□ 印鑑
□ 健康保険証
□ マイナンバーカード

□ 預金通帳
□ 免許証
□ 権利証書

□ 非常用食品
□ 缶切り
□ 紙皿
□ 水筒
□ 缶詰

火を通さないで食べられるもの、食器など
□ ミネラルウォーター
□ 栓抜き
□ 紙コップ
□ 割箸等

その他

□ 緊急情報キット（みさと安心パック）
□ 衣類（下着・上着など）
□ 女性用品
□ 離乳食
□ ウェットティッシュ
□ ヘルメット
□ ラップフィルム
　 （止血や食器にかぶせる）

□ 防寒具（時季による）
□ タオル
□ 粉ミルク
□ 紙おむつ
□ 雨具
□ ライター
□ 防災マップ（本書）

非常時用備蓄品（例） ※最近では、7日間の非常食の備蓄を推奨しています。

飲料水

□ お米（アルファ米も便利）
□ 缶詰・レトルト食品
□ 梅干し・調味料など
□ ドライフーズ・チョコレート・アメ
　 （菓子類など）

非常食品

□ 生活用水（風呂・洗濯機などに貯水）
□ 毛布・寝袋・洗面用具・ドライシャン
　プーなど
□ 調理器具（なべ・やかんなど）
□ バケツ・各種アウトドア用品など

その他

災害復旧までの数日間（最低3日）を生活できるようにチェック■しましょう。

□ 卓上コンロ
□ ガスボンベ
□ 固形燃料

燃　料

食べながら（ローリング）
　　備蓄（ストック）

1　備える
ベースとなる3日分の非常食を
用意する。さらにもう2食分を非
常用ケースに。

3　買い足す
食べたら、１食分を買い足して
補充する。

4　食べなれたものを常備！
最初に用意した非常食は全て
消費し、買い足した非常食とそ
っくり入れ替わる。

2　食べる
1ヶ月に1回程度、日を決めて非
常食1食分を食べる

わが家の防災対策＆チェック
家の中の安全対策 事前に準備出来ているか、チェック■しましょう。

タンス・本棚

□ 家の中に逃げ場としての安全な空間をつくる □ 寝室、子どもやお年寄りのいる部屋には家具を置かない

□ 家具の転倒を防ぐ □ 安全に避難するため、出入口や通路にものを置かない

家の周囲の安全対策
屋　根

事前に準備出来ているか、チェック■しましょう。

家具の転倒、落下を防ぐポイント

部屋がいくつもある場合は、人の出入りが少ない部屋に家具をまとめ
て置く。無理な場合は、少しでも安全なスペースができるよう配置換え
する。

就寝中に地震に襲われると危険。子どもやお年寄り、病人などは逃げ遅
れる危険性がある。

家具と壁や柱の間に遊びがあると倒れや
すい。家具の下に小さな板などを差し込ん
で、壁や柱によりかかるように固定したり、
金具や固定器具を使って転倒防止策を万
全にする。

□L字金具や支え棒な
どで固定。二段重ね
の場合はつなぎ目を
金具でしっかり連
結。

不安定な屋根のアンテナや、屋根
がわらは補強。

冷蔵庫
□ベルト式器具など
で、壁に固定。
(左右両側又は上
部をベルトで固定)

テレビ
□固定ベルトや粘着
式マットなどで、で
きるだけ低い位置
に固定(家具の上は
さける)。

ピアノ
□脚には、粘着式マッ
トや固定金具などで
転倒・移動対策。

食器棚
□L字金具などで固定。
棚板には滑りにくい
材質のシートやふき
んなどを敷く。重い食
器は下の方に配置。
扉が開かないように
止め金具を設置。

照　明
□つり下げ式の照明
器具は、チェーンや
金具を使って落下防
止の補強。

玄関などの出入口までの通路に、家具など倒れ
やすいものを置かない。また、玄関にいろいろ
ものを置くと、いざというときに、出入口をふさ
いでしまうことも。

ベランダ
植木鉢などの整理整頓。落ちる危
険がある場所には何も置かない。 プロパンガス

ボンベを鎖で固定。

窓ガラス
飛散防止フィルムをはる。

ブロック塀・門柱
土中にしっかりとした基礎部分がな
いもの、鉄筋が入っていないものは
危険なので補強。ひび割れや鉄筋の
さびも修理。

非常口の確保
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非常時持出品の準備＆チェック
いざというときすぐに持ち出せるように、日ごろから準備・点検しておきましょう。

非常時持出品（例） 事前に準備出来ているか、チェック■しましょう。

携帯ラジオ

非常食品

救急医療品

□ ラジオ
□ 電池（多めに用意）

□ 飲料水としてペットボトルや
　 缶入りのミネラルウォーター
　 （1人1日3リットルを目安に）
□ 貯水したポリタンクなど

懐中電灯

□ 懐中電灯（出来れば一人にひとつ）
□ 電池（多めに用意）

□ 持病薬
□ 傷薬
□ 風邪薬
□ 鎮痛剤

□ 絆創膏
□ 包帯
□ 胃腸薬
□ お薬手帳

貴重品

□ 現金
□ 印鑑
□ 健康保険証
□ マイナンバーカード

□ 預金通帳
□ 免許証
□ 権利証書

□ 非常用食品
□ 缶切り
□ 紙皿
□ 水筒
□ 缶詰

火を通さないで食べられるもの、食器など
□ ミネラルウォーター
□ 栓抜き
□ 紙コップ
□ 割箸等

その他

□ 緊急情報キット（みさと安心パック）
□ 衣類（下着・上着など）
□ 女性用品
□ 離乳食
□ ウェットティッシュ
□ ヘルメット
□ ラップフィルム
　 （止血や食器にかぶせる）

□ 防寒具（時季による）
□ タオル
□ 粉ミルク
□ 紙おむつ
□ 雨具
□ ライター
□ 防災マップ（本書）

非常時用備蓄品（例） ※最近では、7日間の非常食の備蓄を推奨しています。

飲料水

□ お米（アルファ米も便利）
□ 缶詰・レトルト食品
□ 梅干し・調味料など
□ ドライフーズ・チョコレート・アメ
　 （菓子類など）

非常食品

□ 生活用水（風呂・洗濯機などに貯水）
□ 毛布・寝袋・洗面用具・ドライシャン
　プーなど
□ 調理器具（なべ・やかんなど）
□ バケツ・各種アウトドア用品など

その他

災害復旧までの数日間（最低3日）を生活できるようにチェック■しましょう。

□ 卓上コンロ
□ ガスボンベ
□ 固形燃料

燃　料

食べながら（ローリング）
　　備蓄（ストック）

1　備える
ベースとなる3日分の非常食を
用意する。さらにもう2食分を非
常用ケースに。

3　買い足す
食べたら、１食分を買い足して
補充する。

4　食べなれたものを常備！
最初に用意した非常食は全て
消費し、買い足した非常食とそ
っくり入れ替わる。

2　食べる
1ヶ月に1回程度、日を決めて非
常食1食分を食べる

わが家の防災対策＆チェック
家の中の安全対策 事前に準備出来ているか、チェック■しましょう。

タンス・本棚

□ 家の中に逃げ場としての安全な空間をつくる □ 寝室、子どもやお年寄りのいる部屋には家具を置かない

□ 家具の転倒を防ぐ □ 安全に避難するため、出入口や通路にものを置かない

家の周囲の安全対策
屋　根

事前に準備出来ているか、チェック■しましょう。

家具の転倒、落下を防ぐポイント

部屋がいくつもある場合は、人の出入りが少ない部屋に家具をまとめ
て置く。無理な場合は、少しでも安全なスペースができるよう配置換え
する。

就寝中に地震に襲われると危険。子どもやお年寄り、病人などは逃げ遅
れる危険性がある。

家具と壁や柱の間に遊びがあると倒れや
すい。家具の下に小さな板などを差し込ん
で、壁や柱によりかかるように固定したり、
金具や固定器具を使って転倒防止策を万
全にする。

□L字金具や支え棒な
どで固定。二段重ね
の場合はつなぎ目を
金具でしっかり連
結。

不安定な屋根のアンテナや、屋根
がわらは補強。

冷蔵庫
□ベルト式器具など
で、壁に固定。
(左右両側又は上
部をベルトで固定)

テレビ
□固定ベルトや粘着
式マットなどで、で
きるだけ低い位置
に固定(家具の上は
さける)。

ピアノ
□脚には、粘着式マッ
トや固定金具などで
転倒・移動対策。

食器棚
□L字金具などで固定。
棚板には滑りにくい
材質のシートやふき
んなどを敷く。重い食
器は下の方に配置。
扉が開かないように
止め金具を設置。

照　明
□つり下げ式の照明
器具は、チェーンや
金具を使って落下防
止の補強。

玄関などの出入口までの通路に、家具など倒れ
やすいものを置かない。また、玄関にいろいろ
ものを置くと、いざというときに、出入口をふさ
いでしまうことも。

ベランダ
植木鉢などの整理整頓。落ちる危
険がある場所には何も置かない。 プロパンガス

ボンベを鎖で固定。

窓ガラス
飛散防止フィルムをはる。

ブロック塀・門柱
土中にしっかりとした基礎部分がな
いもの、鉄筋が入っていないものは
危険なので補強。ひび割れや鉄筋の
さびも修理。

非常口の確保
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わが家の「防災・緊急情報」メモ
避難場所

家族が離ればなれに
なった時の避難場所

家族構成
連絡先

氏　名 生年月日 住　所 メ　モ電話（携帯・会社・学校）

緊急時
連絡先

氏　名 間柄 住　所 メ　モ電　話

家族の
緊急情報・
救急メモ

氏　名 血液型 持病薬 かかりつけ医療機関持病・アレルギー

★町が開設する避難所へペットと一緒に避難する場合の準備等について確認しましょう★

ペットと避難する場合

〇飼い主が行うこと

〇避難時に必要なもの

・基本的なしつけを行う
・ケージ等に入ることを嫌がらないよう、日頃から慣れさせておく
・狂犬病予防接種や各種ワクチン接種、寄生虫の駆除等を行う
・不必要に吠えないようにしつけを行う
・決められた場所で排泄ができるようにする
・迷子になってもわかるように、首輪や迷子札、マイクロチップ等を付ける
・避難するときすぐ持ち出せるようにペット用品をまとめておく

〇避難所でのペット管理

・ペットを入れるケージ、リード等
・ペットフード、水
・トイレ用品、排泄物の処理用具
・ペットと飼い主の情報（予防接種履歴等）がわかるもの
　（ペットの写真など携帯電話等に保存しておく）

避難所では、体育館やホールなどで大勢の人と避難することになりますが、
動物が苦手な人や、アレルギーを持っている人などへ配慮する必要がありま
すので、ペットと同じスペースで過ごすことはできません。

・ペットはケージ等に入れ、避難所で指定する場所に避難
・食事やトイレの世話は飼い主が責任をもって行う

「人の命が最優先」です
ペットを理由に避難しないことはやめましょう

災害時のペットと避難所へ避難する

指定緊急避難場所・指定避難所・福祉避難所一覧
地区 No 避難場所、	

避難所の区分 名　　称 所在地
掲載	
マップ
番号

連絡先
対象となる災害の種類

地震 土砂流・	
地すべり 内水氾濫

千
畑
地
区

1 指定緊急避難場所	（屋外） 美郷町北運動公園北ふれあい広場 土崎字上野乙 205-7 4 ‒ ○ ○ ○
2 指定緊急避難場所	（屋外） 千畑小学校グラウンド 土崎字上野乙 1-4 1 ‒ ○
3 指定緊急避難場所	（屋外） みさと福祉センター駐車場 土崎字上野乙 6-1 1、4 ‒ ○
4 指定緊急避難場所	（屋外） 一丈木公園 浪花字一丈木 1-3 2 ‒ ○
5 指定緊急避難場所	（屋外） 美郷町役場駐車場 土崎字上野乙 170-10 4 ‒ ○ ○ ○
6 指定緊急避難場所	（屋外） 黒沢農村公園 黒沢字西野 144-1 2 ‒ ○
7 指定緊急避難場所	（屋外） 美郷町北運動公園野球場 土崎字上野乙 1-197 1、4 ‒ ○ ○ ○
8 指定緊急避難場所	（屋外） 土崎農村公園 土崎字土崎林 8-17 1、4 ‒ ○
9 指定緊急避難場所	（屋外） 本堂城回農村公園 本堂城回字若林 2-4 1 ‒ ○
10 指定緊急避難場所	（屋外） 元本堂農村公園 浪花字大道 178-5 2 ‒ ○
11 指定緊急避難場所	（屋外） 薬樹の森健康公園 畑屋字高野 5-2 4 ‒ ○ ○ ○
12 指定緊急避難場所	（屋外） 安城寺農村公園 安城寺字柳原 22 4 ‒ ○
13 指定緊急避難場所	（屋外） 大畑農村公園 金沢東根字蛭川 409-1 4 ‒ ○
14 一次指定避難所	 （屋内） 北ふれあい館 土崎字上野乙 205-1 1、4 87-6550 ○ ○ ○
15 二次指定避難所	 （屋内） 千畑小学校 土崎字上野乙 1-4 1 85-2211 ○
16 二次指定避難所	 （屋内） みさと福祉センター 土崎字上野乙 6-1 1、4 85-2294 ○
17 二次指定避難所	 （屋内） 千畑なかよし園 土崎字上野乙 31 4 85-3115 ○
18 二次指定避難所	 （屋内） 大仙美郷介護福祉組合特別養護老人ホーム真昼荘 本堂城回字若林 119 1 85-2203 ○
19 二次指定避難所	 （屋内） 土崎コミュニティセンター 土崎字中谷地 1-1 4 ‒ ○
20 二次指定避難所	 （屋内） 上畑屋コミュニティセンター 畑屋字前田 16-1 4 ‒ ○
21 二次指定避難所	 （屋内） 美郷町住民活動センター 畑屋字街道東 144 4 86-7899 ○
22 二次指定避難所	 （屋内） 千畑温泉サン・アール 金沢東根字仏沢 210-1 5 84-3986 ○
23 二次指定避難所	 （屋内） サン・スポーツランド千畑 金沢東根字仏沢 210-1 5 84-3986 ○
24 二次指定避難所	 （屋内） 屋内スポーツ館 畑屋字高野 5-1 4 88-8706 ○

六
郷
地
区

25 指定緊急避難場所	（屋外） 六郷小学校グラウンド 六郷字赤城 1 7 ‒ ○
26 指定緊急避難場所	（屋外） 六郷高等学校グラウンド 六郷字馬場 52 7 ‒ ○
27 指定緊急避難場所	（屋外） 美郷中学校グラウンド 六郷字押切 10 7 ‒ ○ ○ ○
28 指定緊急避難場所	（屋外） 下鑓田農村公園 鑓田字上二ツ石 245-7 7 ‒ ○
29 指定緊急避難場所	（屋外） 美郷町中央公園 六郷字安楽寺 288 7 ‒ ○
30 指定緊急避難場所	（屋外） わくわく広場 六郷字古屋敷 54-1 6、7 ‒ ○
31 指定緊急避難場所	（屋外） 本館農村公園 六郷字八幡 44-1 3、6 ‒ ○
32 指定緊急避難場所	（屋外） 六郷東根運動広場 六郷東根字東明田地 271 7 ‒ ○
33 指定緊急避難場所	（屋外） 美郷町野球場 六郷東根字北明田地 150 7 ‒ ○ ○ ○
34 指定緊急避難場所	（屋外） みさとこども館駐車場 六郷字白山 55-1 7 ‒ ○
35 指定緊急避難場所	（屋外） にぎわい広場 六郷字米町 62 7 ‒ ○
36 一次指定避難所	 （屋内） 中央ふれあい館 野中字下村 37-1 7 84-2822 ○ ○ ○
37 二次指定避難所	 （屋内） 美郷町学友館 六郷字安楽寺 122 7 84-4040 ○
38 二次指定避難所	 （屋内） 美郷中学校 六郷字作山 13-3 7 84-2020 ○
39 二次指定避難所	 （屋内） 六郷小学校 六郷字赤城 1 7 84-1009 ○
40 二次指定避難所	 （屋内） 大島会館 六郷字小安門 58 6 ‒ ○
41 二次指定避難所	 （屋内） 六郷高等学校 六郷字馬場 52 7 84-1280 ○
42 二次指定避難所	 （屋内） 鑓田コミュニティセンター 鑓田字馬町 145-3 7 84-1722 ○
43 二次指定避難所	 （屋内） 本館コミュニティセンター 六郷字八幡 44-1 3、6 84-1004 ○
44 二次指定避難所	 （屋内） 名水市場湧太郎 六郷字馬町 83 7 84-0020 ○
45 二次指定避難所	 （屋内） 手づくり工房湧子ちゃん 六郷字大町 71-7 6 84-3500 ○
46 二次指定避難所	 （屋内） サテライト六郷 六郷字古館南 6 6 84-4888 ○
47 二次指定避難所	 （屋内） 六郷東根コミュニティセンター 六郷東根字上中村 37-1 7 84-2274 ○
48 二次指定避難所	 （屋内） 六郷温泉あったか山 六郷東根字下馬転 120 10 84-2641 ○
49 二次指定避難所	 （屋内） 六郷わくわく園 六郷字作山 13-7 7 84-0023 ○

仙
南
地
区

50 指定緊急避難場所	（屋外） 雁の里山本公園 飯詰字東西法寺 159 9 ‒ ○ ○ ○
51 指定緊急避難場所	（屋外） 南運動公園 飯詰字糠渕 18-1 8 ‒ ○ ○ ○
52 指定緊急避難場所	（屋外） 美郷町宿泊交流館グラウンド 飯詰字下鶴田 22-1 8 ‒ ○
53 指定緊急避難場所	（屋外） 仙南小学校グラウンド 飯詰字轌町 26-1 8 ‒ ○
54 指定緊急避難場所	（屋外） 道の駅美郷駐車場 金沢字下館 124 9 ‒ ○ ○ ○
55 指定緊急避難場所	（屋外） 駅前多目的広場 上深井字谷地中 77-5 6 ‒ ○
56 指定緊急避難場所	（屋外） 旧金沢小学校グラウンド 金沢字長岡森 215 9 ‒ ○
57 一次指定避難所	 （屋内） 南ふれあい館 飯詰字北中島 37-1 8 84-4915 ○ ○ ○
58 二次指定避難所	 （屋内） 金沢西根コミュニティセンター 金沢西根字西今泉 141 8 83-2190 ○
59 二次指定避難所	 （屋内） 金沢コミュニティセンター 金沢字味噌森 10 9 0182-37-2926 ○
60 二次指定避難所	 （屋内） 飯詰コミュニティセンター 上深井字松葉野 246 6 82-1224 ○
61 二次指定避難所	 （屋内） 後三年コミュニティセンター 飯詰字東山本 107-1 9 83-2268 ○
62 二次指定避難所	 （屋内） 仙南小学校 飯詰字轌町 26-1 8 84-1112 ○
63 二次指定避難所	 （屋内） 仙南すこやか園 飯詰字糠渕 4-1 8 83-2100 ○
64 二次指定避難所	 （屋内） 美郷町公民館 飯詰字北中島 37-1 8 84-4915 ○
65 二次指定避難所	 （屋内） 美郷町総合体育館リリオス 飯詰字糠渕 18-1 8 84-4916 ○
66 二次指定避難所	 （屋内） 湯とぴあ雁の里温泉 飯詰字東西法寺 181-2 9 83-3210 ○
67 二次指定避難所	 （屋内） 道の駅美郷 金沢字下館 124 9 0182-37-3000 ○
68 二次指定避難所	 （屋内） 旧金沢小学校 金沢字長岡森 215 9 0182-37-2171 ○

福祉避難所　 高齢者、障がい者、乳幼児、妊産婦など、避難生活において特別な配慮を必要とする方が避難する施設です。

No 避難場所、	
避難所の区分 名　　称 所在地

掲載	
マップ
番号

連絡先
対象となる災害の種類

地震 土砂流・	
地すべり 内水氾濫

69 福祉避難所 美郷町宿泊交流館ワクアス 飯詰字下鶴田 22-1 8 88-8870 ○ ○ ○
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わが家の「防災・緊急情報」メモ
避難場所

家族が離ればなれに
なった時の避難場所

家族構成
連絡先

氏　名 生年月日 住　所 メ　モ電話（携帯・会社・学校）

緊急時
連絡先

氏　名 間柄 住　所 メ　モ電　話

家族の
緊急情報・
救急メモ

氏　名 血液型 持病薬 かかりつけ医療機関持病・アレルギー

★町が開設する避難所へペットと一緒に避難する場合の準備等について確認しましょう★

ペットと避難する場合

〇飼い主が行うこと

〇避難時に必要なもの

・基本的なしつけを行う
・ケージ等に入ることを嫌がらないよう、日頃から慣れさせておく
・狂犬病予防接種や各種ワクチン接種、寄生虫の駆除等を行う
・不必要に吠えないようにしつけを行う
・決められた場所で排泄ができるようにする
・迷子になってもわかるように、首輪や迷子札、マイクロチップ等を付ける
・避難するときすぐ持ち出せるようにペット用品をまとめておく

〇避難所でのペット管理

・ペットを入れるケージ、リード等
・ペットフード、水
・トイレ用品、排泄物の処理用具
・ペットと飼い主の情報（予防接種履歴等）がわかるもの
　（ペットの写真など携帯電話等に保存しておく）

避難所では、体育館やホールなどで大勢の人と避難することになりますが、
動物が苦手な人や、アレルギーを持っている人などへ配慮する必要がありま
すので、ペットと同じスペースで過ごすことはできません。

・ペットはケージ等に入れ、避難所で指定する場所に避難
・食事やトイレの世話は飼い主が責任をもって行う

「人の命が最優先」です
ペットを理由に避難しないことはやめましょう

災害時のペットと避難所へ避難する

指定緊急避難場所・指定避難所・福祉避難所一覧
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災害用伝言ダイヤル

美郷町総務課 
美郷町役場住民生活課 
美郷町役場福祉保健課 
美郷町役場農政課 
美郷町役場建設課
美郷町学友館（六郷出張所） 
美郷町公民館（仙南出張所） 
大仙警察署 

0187-84-1111
0187-84-4903
0187-84-4907
0187-84-4908
0187-84-4910
0187-84-4040
0187-84-4915
0187-63-3355

大仙警察署美郷交番 
大曲消防署 
大曲消防署南分署 
大曲消防署東分署
湯沢河川国道事務所 
仙北地域振興局建設部 
大仙保健所
東北電力（停電・緊急時 ) 

0187-84-2004
0187-63-0151
0187-87-8119
0187-88-2119
0183-73-3174㈹
0187-63-3111
0187-63-3403
0120-175-366

防災関係機関連絡先

災害用伝言ダイヤルとは？ 地震、噴火などの災害の発生により、被災地への通信が増加し、つな
がりにくい状況になった場合に提供が開始される声の伝言板です。

伝言の録音　171－1－被災地の方の電話番号

伝言の再生　171－2－被災地の方の電話番号

伝言内容（時間）　１伝言あたり30秒以内

伝言保存期間　災害用伝言ダイヤル（171）運用終了まで

伝言蓄積数　　１電話番号当たり20伝言まで

利用可能電話　加入電話、INSネット（ダイヤル式を除く）、
　　　　　　　携帯電話、ひかり電話(ダイヤル式を除く)
　　　　　　　災害時用公衆電話

美郷町防災ハザードマップ　　令和4年12月
発　行　美郷町　住民生活課
　　　　仙北郡美郷町土崎字上野乙170番地10
　　　　TEL 　0187-84-4903

制作・著作　株式会社ゼンリン　秋田営業所
　　　　　　秋田市山王6丁目9番25号 山王SEビル6F
　　　　　　TEL 　018-862-7417
　　　　　　FAX　018-862-7691

　無断で複写、転載することはご遠慮ください。著作権者に無断で本誌の全部、または一部を複製及び転載することは、著作権法により
禁止されています。
「この地図は秋田県知事の承認を得て森林基本図を使用し作成したものである　承認番号　令和元年5月9日　指令森-340」       
「この地図は美郷町長の承認を得て、同町発行の1/2,500美郷町(六郷)都市計画図を使用し調製したものです。承認番号 令和元年12月12日 美建収第1229号」       
「測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R 2JHs 293－682号」

　本文中の地図は、弊社2020年6月発行の美郷町①～③住宅地図のデータをもとに作成しています。また、住宅地図による現地調査情報、編集独自
の細かな情報も加えて制作しています。
　作成には細心の注意をはらい、編集作業を行っていますが、データ量は膨大であり、日々変化する現状と地図面が一致しない場合があります。また、
目標物は見やすさを優先し、正式名称などを一部割愛して掲載しています。何卒ご了承いただきますようお願い申し上げます。

情報収集方法
防災情報（国、県、町）
・国・防災情報、道路情報など

気象情報（気象庁、秋田地方気象台、日本気象協会）

検索　国土交通省防災情報提供センター
・県・防災情報、気象情報、避難情報など

検索　秋田県防災ポータルサイト
・土砂災害の危険個所マップ

検索　秋田県土砂災害危険箇所マップ
・河川情報、雨量情報など

検索　秋田県建設部河川砂防課
・町・防災情報、避難所開設情報など

検索　秋田県美郷町ＨＰ

・気象に関する総合情報
検索　気象庁

・危険度分布マップ（土砂災害、浸水、洪水）
検索　気象庁キキクル

・雨雲の動き、雷、竜巻情報
検索　気象庁ナウキャスト

・秋田の防災気象情報、天気予報など
検索　秋田地方気象台

・天気予報、アメダスなど
検索　日本気象協会


